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２０代から福祉現場に従事、ケアマネージャー資格を取得、特別養護老人ホーム施設長なども務め、港区あんしん

介護センターを設立・運営。西麻布の特別養護老人ホームベルを準備責任者として設立し法人監事に就任、港区

介護事業者協議会会長なども歴任。現在も、虐待児など家庭に恵まれない子供たちを預かる児童養護施設、特別養

護老人ホームなどの福祉施設を運営する社会福祉法人の理事長として福祉現場の陣頭指揮にあたる。

大学院ではスポーツマネジメントを専攻、都心のスポーツ振興に関する論文で健康マネジメント修士号を取得、児童

スポーツや競技団体の顧問など多数。

現在、港区議会議員２期目。議会役職として、東京都後期高齢者広域医療連合議会議長、防災エレベーター等対策

特別委員会委員長など歴任。町会副会長、青少年対策地区委員会理事、消防団部長、法人会理事など地域奉仕

活動にも従事。

港区立青南小、港区立三河台中（現六本木中）、都立小山台高校、明治学院大学経済学部（中退）、同志社大学

文学部哲学科、卒業。慶應義塾大学大学院健康マネジメント研究科修士課程修了。健マネ三田会会長。

自民党政経塾卒塾。昭和３９年生まれ、家族、妻・長女・長男。趣味、音楽、野球、サッカー。

池田こうじプロフィール 児童福祉と高齢者福祉の専門家から区議会への歩み児童福祉と高齢者福祉の専門家から区議会への歩み

福祉ナンバーワン都心「港区」へ！

平成２５年度決算特別委員会特集号
平成２５年度の港区の歳入総額は１５７４億円（うち一般会計

１１６７億円）、歳出総額は１４６０億円（うち一般会計１０６３

億円）健全化判断比率では基準を大きく下回り、港区は極めて

健全な財政状況であることが示されています。

10,000円の使いみち

右図は、平成25年度の歳出がどの経費にどれぐらい使われて

いるかを、10,000円に換算して表したものです。（港区作成）

福祉関連決算の民生費が４割以上を占めており、区政の最重

要課題ということがわかります。
※ 10,000円に換算した場合の支出内容を表しています。

福祉施策こそ区政の礎です。子育て・介護・生活支援・障害者支援など多様な福祉サービスは、区民の皆様の「生活の安心」をつくります。
その安心を得て初めて、まちづくり・教育・産業文化スポーツ振興など様々な施策を進めることができるのです。
財政力豊かな港区こそ、全国を先導する福祉施策を構築するべきです。
港区は、全国的な少子高齢化の問題だけではなく、都心特有の多様な課題を抱えております。
特に女性と高齢者がいきいきと豊かにくらしていくためには、国際文化都市に相応しい、成熟した福祉施策が必要です。
福祉施策の構築には高い専門性も要求されます。児童養護や高齢者福祉など多様な福祉現場での
２０年の経験、２期８年の議会での実績を糧に、福祉ナンバーワン都心「港区」の実現へ尽力して参ります。

教育費

消防費

土木費

商工費

労働費

衛生費

民生費

総務費

議会費

 1,991 円 （うち特別区民税 1,219 円）

 217 円 （うち特別区民税 53 円）

 753 円 （うち特別区民税 342 円）

 243 円 （うち特別区民税 120 円）

 28 円 （うち特別区民税 15 円）

 1,037 円 （うち特別区民税 656 円）

 4,092 円 （うち特別区民税 1,856 円）

 1,459 円 （うち特別区民税 808 円）

 68 円 （うち特別区民税 49 円）

小学校･中学校､教育関係の経費､図書館の運営等

防災関係の経費等

道路･公園･住宅の整備等

商工振興経費､消費者･中小企業関係の経費等

勤労者の福利･厚生､労働環境の整備等

環境保全､清掃事業､保健所の運営等

高齢者や障害者の福祉､保育園･児童館の運営等

区役所や総合支所の運営､選挙､広報等

区議会の運営

池田こうじ  平成２５年度決算特別委員会  質疑項目

歳　出　額 使　　　途

○六本木など繁華街の特定区間での「歩行飲酒禁止条例」の検討を！
○びん、缶、タバコなどを対象とするポイ捨て条例に、効き目のある「罰則規定」を！
○渋滞を引き起こし、酔客の溜まり場となっている六本木外苑東通りの工事スペースによる影響の軽減を！
○児童虐待根絶のために、港区子ども家庭支援センターの一層の組織強化を！
○障害者が地域で豊かに暮らせるための啓蒙活動の推進を！
○地域福祉の核たる民生・児童委員の活動にさらなる支援を！
○介護保険制度の信頼の礎となる介護認定事務の一層の体制整備を！
○再開発を活用した福祉施策推進の仕組みを作り、新しい都心のまち創りを！

○消防団の操法大会訓練場所の確保に柔軟な発想で行政が支援を！
○港区の文化である音楽とプロ・アマミュージシャンに一層の支援を！
○国際都市港区にふさわしい電柱類地中化の推進を！
○国際都心港区にふさわしい、多様なスポーツ振興の推進を！
○学校地域支援本部は、公立校のスポーツ部活・自主クラブ等への支援機能を早急に構築するべき！
○東京オリンピック・パラリンピック開催に備え、スポーツ行政の再構築を！

福祉ナンバーワン都心
「港区」の実現へとの
思いから、他分野にわたり
質疑を行いました。

概要については裏面及び
議会ホームページなどを

ご覧ください覧ください



以前も質疑をしたが、どのような取り組みを実施

したのか、今後もさらに啓蒙を進めて欲しい。区

としてどう取り組んでいくのか？

＜答弁＞ 広報みなとの特集号や啓発品の充実など引

き続き支援していく。今後は区のホームページに掲

載している民生委員・児童委員に関する情報につい

て、その活動内容がわかりやすく伝わるように掲載

内容を見直す。

再開発を活用した福祉施策推進の
仕組みを作り、新しい都心のまち創りを！

女性がいきいきと働き、子育てができ、お年寄り

がいつまでも安心して暮らせるまちを都心に創る

には、福祉施策の推進が必須だ。スペースの少な

い都心では、民間の開発を活用する取り組みも必

要だ。区としてどのように考えているのか、また、

民間開発の指導・誘導にあたっては、区の関係部

署間の連携を強化して取り組む必要があると思う

がどうか。

＜答弁要旨＞ 今後、民間開発の際に容積率の緩和等

のインセンティブを与えることにより、高齢者福祉

施設の整備が進むような取り組みを行っていく。今

後も、民間開発にあたり、区の関係部署との情報共

有や連携を一層強化していく。

消防団の操法大会訓練場所の
確保に柔軟な発想で行政が支援を！

消防団員として１２年活動して感じている消防団の

主課題のひとつは団員確保、もうひとつは操法大会

の訓練場所の確保だ。都心ならではの課題だ。例え

ば、区立芝公園の活用など、団、署の管轄を超えて

訓練場所を確保する必要もあるのではないか。区有

地や公園、大規模開発地区に訓練場所設置を誘導

するなど、区の役割もあるがどのように考えるか。

＜答弁要旨＞ 少しでも訓練需要を満たせるよう、引

き続き区有施設等の整備の機会を捉え、訓練場所の

確保に努めるとともに、管轄を超えた柔軟な対応に

ついても各地区消防署と協議していく。

港区の文化である音楽と
プロ・アマミュージシャンに一層の支援を！

音楽は国際文化都市港区の一端を担っており、区

内には多くの音楽ホールやライブハウスも多く点

在し、居住者、在勤者、観光客の憩いの場所にな

っている。地域を活性化する音楽イベントも頻繁

に開催され、居住者を含め多ミュージシャンが港

区で演奏活動をしている。この音楽文化の振興を

区はより一層取り組んでほしい。今後港区が整備

する文化芸術ホールを核に、こうしたアマチュア

バンドやミュージシャンも利用できるよう、大小

のホール、練習場の整備など、電子系の練習場な

どもぜひ配慮して支援して欲しいがどうか。

＜答弁要旨＞ 多様な分野で活躍される区民団体が、

利用しやすい料金で練習をし、練習成果を発表する

ため、電子楽器専用を含めた練習場や大小のホール

を整備するとともに、情報交換や技術面の支援につ

いても行っていく。

国際都市港区にふさわしい
電柱類地中化の推進を！

オリンピック・パラリンピック大会も東京で開催

される。港区は多くの昼間人口、観光客を受け入

れている。住人の住環境向上にも寄与し、災害、

台風、落雷、火事にも架空線より非常に強い電柱

類地中化をぜひ進めていただきたい。また地元と

の連携も早めに講じるべきだがどう思うか。

＜答弁要旨＞ 専門知識を有する外部機関を活用する

など、効率的、効果的な整備を進めていく。優先整
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六本木など繁華街の特定区間での
「歩行飲酒禁止条例」の検討を！

びん、缶、タバコなどを対象とする
ポイ捨て条例に、効き目のある
「罰則規定」を！

渋滞を引き起こし、酔客の溜まり場と
なっている六本木外苑東通りの
工事スペースによる影響の軽減を！

六本木の朝の清掃ボランティアに行くと、アルコ

ールのびん・缶、タバコが散乱している。朝の環

境を良くすることは、夜の環境も自ずと改善され

ることになる。ポイ捨て条例に罰則規定は設けら

れないのか。歩行飲酒禁止についても条例の研究

をして欲しい。区としての意気込みを訊く。

また、外苑東通りが電柱類地中化工事等によって

車道上に工事スペースが設けられており、渋滞の

原因、深夜は酔客の溜まり場になっている。区と

しても影響の軽減に尽力してほしいがどうか。

＜答弁要旨＞ 罰則規定の設定は法的には可能と認識

している。六本木駅周辺でのポスター掲示による防

止にむけた啓発はもとより、深夜時間帯での青色防

犯パトロールによる重点的な注意喚起等に取り組ん

でいく。また、外苑東通りの工事スペースについて

も、さらなる注意喚起等を都へ要請していく。

児童虐待根絶のために、
港区子ども家庭支援センターの
一層の組織強化を！

児童養護施設の運営をしていて現場で実感してい

ることがある。虐待を疑われる事例について、行

政が緻密に子どもと保護者とのケアをしていかな

いと、子どもを家庭から引き離さざるを得ない事

態に発展することだ。子どもは親と家庭にいて育

成されるべきだ。私の政治的悲願である児童虐待

根絶については様々な提案をしてきたが、虐待を

予防する協議会の設置、医療機関との連携などの

取り組みによって虐待相談件数は倍増した。これ

は潜在化していた事案などが地域の「気づき」に

よって表面化してきたという成果であり、根絶への

第１段階だ。次段階として、この相談にきめ細かく

対応する区の組織強化をしなくてはならない。港

区子ども家庭支援センターの組織強化を図ってい

ただきたいと考えるが区の見解を伺う。

＜答弁要旨＞ 港区子ども家庭支援センターの職員に

ついては、専門性の向上に今後も尽力することはも

ちろんのこと、体制の充実強化が必要であると認識

しているので、今後、十分検討していく。

障害者が地域で豊かに暮らせるための
啓蒙活動の推進を！

全ての国民が障害の有無によって分け隔てられる

ことなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら

共生することは当然のことだ。障害者との接し方

について、その基礎知識を啓蒙することで、障害

者の方が社会の中で共生することに大きく寄与す

る。子供たちの啓蒙も含め、区としてどのように

進めていくのか。

＜答弁＞ 心のバリアフリー推進事業等の事業をさら

に推し進めていく。教育委員会とも連携をとり、ＰＴ

Ａ活動や学校の現場での活用についても依頼を行う

など、より多くの子どもたちに障害者の理解を啓蒙

する機会を多くする。

地域福祉の核たる民生・児童委員の
活動にさらなる支援を！

民生・児童委員の活動や意義を区民が理解すること

は、委員の皆様の円滑な活動に大きく寄与する。

P  C  版 HP
港区自民党 HP

http://www.ikeda55.com
http://www.minato-jimin.com/

備路線に関係する町会長、自治会長や

商店会長などの地域の代表の方々には、個別訪問な

どにより早期に情報提供を行うとともに、今後の事

業への協力を要請していく。

国際都心港区にふさわしい、
多様なスポーツ振興の推進を！

ストリート系バスケット、
３on３のコート整備の促進を！

公立学校の部活はバスケットが盛んだ。まちで気

軽にバスケットができる環境を整えてあげたい。

バスケット３on３は、スペースも通常のコートの

半分で済み、整備環境からしても都心向きのスポ

ーツだ。区は、さらなる３on３コート整備を進め

られないか。

＜答弁要旨＞ 現在、３on３の規格に対応したコート

は２カ所。若者を中心によく利用されており、３on３

コートの設置について、今後、他の公園利用者や近

隣住民への影響、設置スペース等を勘案しながら、

整備の可能性を検討していく。 

アメリカンフットボールの振興について

２３区でアメフトのチームが一番多いのは、港区

だ。多くのアメリカ人が住む港区だが、アメリカ

で一番人気のスポーツはアメフトだ。今、フット

サル程度の場所でできるフラッグフットボールと

いうアメフトと同じルールのスポーツが普及し始

めている。タックルもなく子供でも安全だ。港区

の公立校でも始めようとしている学校もあり、ア

メフトの振興に繋がる。国際都市港区として、こ

ういった多様なスポーツ振興も今後推進して欲し

いと思うがどうか。

＜答弁要旨＞ アメフトについては区内でＸリーグ所属

のブルザイズ東京なども練習をしている。様々な機会

を捉え、フラッグフットボールなど委員ご指摘のスポ

ーツを含め、アンテナを高くし、新しい種目のスポーツ

の把握にも努め、より多くの区民が気軽にスポーツ活

動ができるよう多様なスポーツの推進に努めていく。

学校地域支援本部は、公立校の
スポーツ部活・自主クラブ等への
支援機能を早急に構築するべき！

スポーツは子供たちの育成に大きく寄与する。学校

地域支援本部は、この４月に発足し、今は総合的な

授業を中心に、地域人材の発掘や連絡調整に取り

組んでいるが、小学校や中学校の部活・自主クラブ

など、スポーツに関して人材バンク的なものを担う

ことは考えているのか。指導者探しの人脈や手間も

なかなかないのが現状だ。スポーツと学校の輪を

広げる支援の軸として学校地域支援本部の態勢充

実を進めていただきたいと考えるかどうか。

＜答弁＞ 平成２７年度以降、より地域との連携を深

めた学校の支援ができるよう、各学校での体制の構

築を進めていく。地域人材の一層の活用を図り、部

活や自主クラブ等への人材の支援が行えるよう、事

業の充実に努めていく。

※詳細および他質疑については港区議会

ホームページでご覧いただけます。

平成25年度決算特別委員会 池田こうじ質疑概要


